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研究成果の概要（和文）：本研究では仮想市場法の改善を目指し、メンタルアカウント（お財布）

のフレームを考案し、それがアンカー効果を減少させることを検証し、調査時点での実験者と

被験者の関係によって調査回答時間、表明ＷＴＰ値が異なることを示した。なお東工大の学生

の地球温暖化対策に対する支払い意思額は年間１３００0 円であることが判明した。 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

2007 年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

2008 年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

年度  

  年度  

総 計 6,800,000 2,040,000 8,840,000 

 
 
研究分野：便益評価 
科研費の分科・細目：経済学 応用経済学 
キーワード：ＣＶＭ 
 
 
１．研究開始当初の背景 

地球温暖化は今世紀の最大の課題である。

しかしながらその解決は多大な費用がかか

ることが予想されている。従って、政策実

現のためには、費用負担者の政策実施によ

る効用をできるだけ正確に把握し、費用便

益分析を行いながら意思決定をする必要が

あるがこれまで温暖化対策の効用を計測し

た例はほとんどない。現実に存在しない状

況に対して、非物質的な側面も踏まえた

人々の効用を直接求める方法は現時点では、

表明選好法（stated preference）しか存在

しない。その代表である社会調査を基本と

した仮想市場法（Contingent Valuation 

Method: CVM）の適用が考えられるが、この

手法にはいくつかの問題点が指摘されてい

る。すなわち、経済評価としての妥当性、

およびその安定性である。 
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２．研究の目的 

本研究では、回答者への誠実で好意のあ

る調査自体が回答者に効用を与え、結果的

に正確かつ安定したWTPを表明させること

を可能とするという互恵関係仮説を提案し、

そのモデル化をおこない、それをデータに

よって検証する。さらに、それにもとづく

調査票設計方法を開発し、温暖化対策政策

の効用を計測することを目的としている。 

 
３．研究の方法 
互恵関係仮説は、調査者と回答者の間に、誠

実さの交換がありうるというもので、そのた

め、われわれは互恵関係仮説検証のために、

誠実で好意ある行動が引き起こされる理論

を構築する。これはミクロ経済学と認知心理

学の理論によって定式化される。しかしなが

ら、ＣＶＭで incentive compatible である二

肢選択方式においてアンカーリングの影響

を除去出来ないことが判明したため、まず、

mental account frame お財布フレームを作

り、回答者に自分の予算を明確に認識させる

ことから，アンカーの影響を受けないことの

検証をおこなった。さらに互恵関係がもっと

も発生状況を作り出しその効果を計測した。

これら課題に答えるために、互恵の対象とし

て回答思考時間と回答の妥当性の２点を取

り上げ、これらの指標において互恵関係が有

るかを検討した。 
 
４．研究成果 

以上の分析結果から、 

1）mental account フレームはアンカーリ

ング効果の減少に効果がある 

2）.互恵性仮説は複雑なメカニズムがあるこ

とがわかり、単純な kindness との互恵関係

で安定したＷＴＰが得られるわけではない

ことがわかった。 

3)．調査実験時点での調査者と回答者の関係

性が重要で、特に大学に実験では、学生―教

員 の 関 係 が あ り 、 む し ろ 教 員 の 存 在

authority に伴う影響が重要とあるこがわか

った。Kindness、authority,回答結果の関係

についてのモデルを構築したが、その一般性

の確認は今後の課題となった。 

4) 東工大学生の地球温暖化対策に対する支

払い意思額は年間１３０００円で従来の研

究より多くなった。なお、お財布フレームを

用いてラスパルマス大学等で，欧州でも互恵

性仮説が成立するかを確かめる実験をおこ

なうことはできなかった。これは調査者と回

答者の関係が欧州では異なっていることが

日本の分析結果から予測されことから、欧州

での両者の関係性についてさらなる検討が

必要となったためである。 
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